
シェアオフィス・バーチャルオフィス利用者の
法人口座開設に関するアンケート調査

独立・起業の新しい選択肢

九段下にある成功へのコミュニティ空間

株式会社ナレッジソサエティ



調査結果概要

調査期間：2018年5月31日～6月6日
調査対象者：ナレッジソサエティの会員700名（法人）
調査方法：インターネット調査
有効回答数：31名



ナレッジソサエティの住所を使用して、1つでも法人口座の開設ができましたか？
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法人口座開設申込み時のメンバーシップは何ですか？
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ナレッジソサエティの住所を使用して、法人口座の開設を断られた銀行はいくつありますか？
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ナレッジソサエティの住所を使用して、開設した法人口座はいくつお持ちですか？
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ナレッジソサエティの住所を使用して、法人口座を開設できた銀行名を教えてください
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ナレッジソサエティの住所を使用して、法人口座を開設できた支店のエリアを教えてください
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ナレッジソサエティの住所を使用して、法人口座を開設できた銀行やその支店を選んだ理由を
お聞かせください
（メガバンク）

【みずほ銀行で開設された方の理由】
・事務所に近いから
・知り合いの銀行員のお勧めだから
・個人でみずほと長年取引があるため。ただ自宅付近の支店に行ったら会社近辺で口座開設したほうがいいと言われた。
・ネット申し込みができたから
・顧問税理士の紹介による
・みずほ銀行は審査がスムーズ

【三井住友銀行で開設された方の理由】
・自宅に近く、個人事業主当時の口座を保有していたため
・ネットバンクメインで申し込んだが、軒並み断られたため、経営権を持つ他の法人の取引銀行に依頼した
・個人でも取引していた銀行である。
・税理士紹介で銀行の営業とつながれた。
・メガバンクという安心感

【三菱東京UFJ銀行で開設された方の理由】
・最低限の信用の証として都市銀行の口座を持っておきたかったから。
・三菱東京UFJ銀行を選んだのは、取引先のメインバンクがUFJのため、手数料のことを考えて。神保町支店を選んだのは、銀行に問い合わせた際に、法人の本店
所在地から一番最寄りの支店でないと口座開設ができないと言われたため。



ナレッジソサエティの住所を使用して、法人口座を開設できた銀行やその支店を選んだ理由を
お聞かせください
（その他）

【りそな銀行で開設された方の理由】
・ナレッジソサエティの入居しているビルにあるから開設が容易と思った
・登記住所の中にある銀行が最も自然な選択肢のため（りそな銀行九段支店）

【楽天銀行で開設された方の理由】
・まず、ネット銀行は開設が都市銀行などより開設がしやすい点
・法人口座の開設がしやすいと聞いていたので。
・ネットバンクは開設しやすいので選びました。最初の段階で時間を費やしたくなかったですので。

【ジャパンネット銀行で開設された方の理由】
・使っているクラウド会計ソフトとのAPI連携がある
・VISAデビットカードが発行できる
・ペイジーに対応している
・各種手数料等のコスト面で安かったから

【ゆうちょ銀行で開設された方の理由】
・ゆうちょは全国どこにでも店舗があり
・ナレッジソサエティ至近に支店があったから

【信用金庫で開設された方の理由】
・融資を受けた銀行だったから



法人口座開設までの期間を教えてください(銀行へのファーストコンタクトから起算)
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法人口座開設までの流れを教えてください

・Webで申し込み→書類郵送→審査待ち→開設
・インターネット、または窓口で開設の資料をもらい、郵送または窓口へ提出
・ネット上から申し込み→資料送付→審査フィードバック→追加資料送付→開設
・ネット申し込み→申請書等提出→先方承認→開設
・ネット申し込み後、登記簿などを持って直接来店。その後通帳が届く
・みずほ銀行：ネット開設
・城南信用金庫：事前電話連絡、オフィス訪問面談
・ゆうちょ：１）申込→２）開設
・りそな：１）事前問合せ→２）申込→３）面談→４）開設
・店頭申込～来社面談～店頭契約

・楽天銀行に問い合わせ、たしかネットで申し込んだら、後日電話があり。簡単な書類を提出してほしいと言われて出しただけです。申込時にいわゆる事業内容な
どは、書きました。
・口座開設資料、謄本を提出後１０日目にOKの電話連絡あり。手続き説明をうけるために訪問。
・支店で申し込み、面談、開設です。
・支店窓口に登記簿謄本・金融機関印・名刺を持参のうえ訪問し、その場で開設
・初回アポ（面談）→開設手続き→後日郵送されてくる
・初訪問（必要書類受け取り）→書類を揃えて再訪問→連絡を受けて通帳受け取り→郵送でカード受け取り
・書類を持って行き、3日後に連絡があり開設手続きに行った。
・書類を持って行って面談。まだ会社が施工中だった為簡易書留を受け取れないならだめだとその日に門前払い。他支店の方から連絡を入れてもらい1週間ほど
で開設可能の連絡があり開設。
・申し込み用紙を記載、必要書類、捺印等の手続きと簡単な作業で終了。
・税理士に相談→銀行支店の営業と会う→書類提出→審査待ち→開設
・税理士より、担当者紹介、面談の上、開設
・窓口にて面談、審査、ナレッジソサエティ内にて面談
・窓口に直接申請→後日連絡待ち
・店舗訪問、個人事業主から法人成りしたことを説明、事前審査申しこみ、その後約1週間で審査通過の連絡を受け、再度訪問の上、開設手続きを完了。



面談は行いましたか？
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全体的に工夫したことはありますか？(必要書類以外の提出など)

・03の電話番号を事前に用意
・いい加減な仕事ではなく、企業、人のために立ち上げる仕事であることは伝えました。
・カラ法人、不正口座用でないことを示すため、会社概要の説明資料は凝って作成した。
・会社HPを作っておくこと
・会社概要の冊子と名刺を添付
・会社概要の提出
・求められた書類以外に自己PRのチラシなども用意
・個人事業主時代の取引実績と、自宅近隣の支店の活用。
・事業計画書、ホームページ、メールアドレス
・事業説明資料に九段下(銀行支店所在地)であるべき理由を示しました
・事業内容のプレゼン
・事業内容の具体的な説明
・社員の給与振り込み口座を開設しました。
・設立登記直後の口座開設（決算書提出などを求められないため）
・知り合いのコネ
・提出書類の体裁等
・登記簿等がスムーズに提出してあれば問題なし。みずほ銀行は驚く程簡単
・弊社作成ＤＭなど、営業の実態があることを証明する資料を数点提出した。
・三菱UFJは審査が慎重で、書面上の必要とされる書類以外にも説明を要求され、法人設立前の実績なども添えて出してパスした。三井住友は必要書類だけで、
何か要求されたらまた出そうと思っていたら何も要求されずあっさりだった。三菱UFJは法人口座を開設済みと説明したのが効いたのか、もともとあっさりなのかは
不明。



本件に対する問い合わせ先

株式会社ナレッジソサエティ
担当：久田（ヒサダ）渡部（ワタナベ）
URL：http://www.k-society.com
TEL：03-6272-5627
FAX：03-6272-5626
Email：info＠k-society.com


